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光合成細菌ロドスピリノレム・ルプノレムから待られるクロ 7 トホアには、 NADH酸化系に次の二種
如、すなわち NADHの電子を光合成環状屯子伝達系へ送りこむ系、および分子状酸素によって NA
DHを般化する電子伝達系 (いわゆる、 Rま索呼吸系)が存在することが知られている.吏にクロマト



























3 )クロマトホアによる NADH→O2活性は enzyme-Hとenzyme四 Qの関与する異なる酵素系によ
って触媒される。いずれの系による NADH酸化もリン酸化を共役することができる。
更に、西本行男君はクロマトホア結合チトクロームBとチトクローム cc'のいずれも末端酸化酵素と
して{乍用しないことを明らかにした。
以上の西本行男君の研究はクロマトホア膜の電子伝達系の作用メカニズムに関し重要な知見を与え
たものであり、理学博士の学位論文として十分価値あると認める。
-37--
